
◇第１回（ 年）
「群自動制御工作機械システム」
富士通、池貝鉄工、大隈鉄工所、東芝機械、日立精機、牧野フ
ライス製作所、工業技術院機械技術研究所
◇第２回（ 年）
「自動鋳造システム」
綜合鋳物センター自動鋳造設備開発研究部会
◇第３回（ 年）
「高性能電子計算機システムの開発と波及効果」
沖電気工業、東京芝浦電気、日本電気、富士通、工業技術院電
子技術総合研究所、東光、日立製作所、三菱電機
◇第４回（ 年）
「大規模全自動音声応答システムの実用化」
日本国有鉄道、日立製作所
◇第５回（ 年）
「超大型鍛鋼品製造システムの開発」
日本製鋼所
◇第６回（ 年）
「直接重合用高純度テレフタル酸の新製造法」
丸善石油、松山石油化学
◇第７回（ 年）
「視覚認識を用いたＬＳＩ自動組立システム」
日立製作所
◇第８回（ 年）
「クローズド地熱発電システム」
工業技術院地質調査所、日本重化学工業、東北電力、東京芝浦
電気
◇第９回（ 年）
「大容量ＬＮＧ地下式貯槽の開発」
東京瓦斯 　石川島播磨重工業 　三菱重工業 　清水建設 　鹿島建設
◇第 回（ 年）
「パターン情報処理総合システムプロトタイプの開発」
パターン情報処理システム技術研究組合、東京芝浦電気、日本
電気、日立製作所、富士通、三菱電機、工業技術院電子技術総
合研究所
◇第 回（ 年）
「新ファクシミリ通信方式の開発・実用化」
日本電信電話公社、日本電気、富士通、日立製作所、東京芝浦
電気、松下電送、田村電機製作所、沖電気工業
◇第 回（ 年）
「航空機用ジェットエンジンの研究開発」
航空機用ジェットエンジン技術研究組合、石川島播磨重工業、
川崎重工業、三菱重工業、科学技術庁航空宇宙技術研究所
◇第 回（ 年）
「磁気カードによる高速道路料金収受システム」
日本道路公団、三菱重工業、東芝
◇第 回（ 年）
「大容量高効率複合発電設備の開発実用化」
東北電力、三菱重工業、三菱電機
◇第 回（ 年）
「深宇宙探査用追跡管制システム」
三菱電機 　日本電気 　富士通 　大成建設 　文部省宇宙科学研究所
◇第 回（ 年）
「配電線自動制御システム」
九州電力、東芝、九州電機製造
◇第 回（ 年）
「Ｈ― ロケットの開発」
宇宙開発事業団、科学技術庁航空宇宙技術研究所、三菱重工
業、石川島播磨重工業、日産自動車、日本電気、日本航空電子
工業、三菱プレシジョン、三菱スペース・ソフトウエア
◇第 回（ 年）
「瀬戸大橋の建設技術開発」
本州四国連絡橋公団、石川島播磨重工業、鹿島建設、川崎重工
業、熊谷組、神戸製鋼所、新日本製鉄、大成建設、西松建設、
ＮＫＫ、三菱重工業、宮地鉄工所、横河橋梁製作所
◇第 回（ 年）
「深海潜水調査船『しんかい６５００』システムの開発」
海洋科学技術センター、三菱重工業、川崎重工業、神戸製鋼
所、昭和高分子、三菱電機、日本電池、沖電気工業、日本電
気、古野電気、鶴見精機、横浜ゴム

「日本産業技術大賞」のあゆみ※内閣総理大臣賞のみ抜粋／社名は当時のもの

開発したスパーク ｆｘのチップ

文部科学大臣賞次世代スーパーコンピュータ「京」向け超高性能ＣＰＵ「ＳＰＡＲＣ６４ｆｘ」
理
化
学
研
究
所
富
士
通

演
算
性
能
世
界
で
一
番
英
断
経
て
「
ペ
タ
」
視
界
に

スパーク ｆｘを
収めるシステムラック

システムラック計８００台以上で全体を
構成する（写真提供：理化学研究所）

（ ） 【企画特集】 ２０１１年 平成２３年 ７月６日 水曜日 　　

京
速
ス
パ
コ
ン

　
京
速
に
王
手
―
。
富
士

通
と
理
化
学
研
究
所

理

研

が
共
同
開
発
中
の
ス
ー

パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

ス

パ
コ
ン

「
京

け
い

」

が
性
能
評
価
の
世
界
ラ
ン
キ

ン
グ
「
ト
ッ
プ
５
０
０
」

で
、
首
位
の
座
を
射
止
め

た
。
日
本
勢
が
首
位
に
返
り

咲
い
た
の
は
７
年
ぶ
り
。
ス

パ
コ
ン
の
開
発
競
争
は
国
家

の
威
信
が
掛
か
っ
て
お
り
、

日
本
の
技
術
力
を
世
界
に
知

ら
し
め
た
形
だ
。

　
資
源
の
な
い
わ
が
国
に
と

っ
て
、
現
実
に
は
実
験
で
き

な
い
現
象
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
で
き
る

京
速
ス
パ
コ

ン

が
担
う
役
割
は
大
き

く
、
地
球
レ
ベ
ル
の
気
候
変

動
の
予
測
や
人
体
の
謎
の
究

な
ぞ

明
、
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
分

野
な
ど
へ
の
応
用
も
期
待
さ

れ
て
い
る
。

　
京
の
完
成
は
２
０
１
２
年

で
あ
り
、
今
回
は
６
万
８
５

４
４
個
の
中
央
演
算
装
置

Ｃ
Ｐ
Ｕ

を
搭
載
し
た
サ

ブ
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
腕
試

し
。
記
録
は

ペ
タ

１
秒

間
に
１
京
回
の
演
算
能
力

の
一
歩
手
前
な
が
ら
も
、
世

界
最
高
性
能
の
８
・
１
６
２

フ
ロ
ッ
プ
ス

１
秒
間
に

８
１
６
２
兆
回
の
演
算
能

力

を
達
成
。
２
位
の
中
国

・
天
河
１
号
を
大
き
く
引
き

離
す
と
と
も
に
、

・
０
％

と
い
う
高
い
実
行
効
率
を
た

た
き
出
し
た
。

　
１
位
の
知
ら
せ
を
受
け
た

緊
急
会
見
で
、
理
研
の
野
依

良
治
理
事
長
は
「
ス
パ
コ
ン

は
国
家
基
幹
技
術
で
あ
り
、

そ
の
利
活
用
は
社
会
変
革
に

つ
な
が
る
。
京
の
製
作
に
打

ち
込
ん
で
頂
い
た
方
と
喜
び

を
分
か
ち
合
い
た
い
」
と
コ

メ
ン
ト
。
富
士
通
の
間
塚
道

義
会
長
は
「
ま
さ
に
日
本
の

モ
ノ
づ
く
り
の
集
大
成
だ
」

と
喜
び
の
声
を
語
っ
た
。

　
ス
パ
コ
ン
は
日
中
米
の
開

発
競
争
の
渦
中
に
あ
り
、
世

界
１
位
に
至
る
道
の
り
は
困

難
を
極
め
、
と
く
に
心
臓
部

を
担
う
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
「
ス

パ
ー
ク

ｆ
ｘ
」
の
開
発

は
綱
渡
り
の
連
続
で
、
そ
の

度
に
の
る
か
、
そ
る
か
の

英
断
が
あ
っ
た
。

　
開
発
構
想
が
持
ち
上
が
っ

た
の
は

年
。
開
発
現
場
で

は
「
本
当
に
で
き
る
の
か
」

と
半
信
半
疑
だ
っ
た
と
い

う
。
当
初
は
開
発
中
の
商
用

機
向
け
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
「
ス

パ
ー
ク

」
で
対
処
し
よ

う
と
検
討
し
た
が
、
「
ス
パ

ー
ク

で
用
い
た
回
路
線

幅

の
プ
ロ
セ
ス
技
術

で
は
ペ
タ
へ
の
道
は
見
え
て

な
か
っ
た
」
と
、
井
上
愛
一

郎
富
士
通
常
務
理
事
次
世
代

テ
ク
ニ
カ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ

ィ
ン
グ
開
発
本
部
本
部
長
は

当
時
を
振
り
返
る
。

　
「
な
ら
ば
そ
の
先
の

で
挑
も
う
」

井
上
氏

と
、
半
導
体
担
当
に
掛
け
合

っ
た
と
こ
ろ
、
「
ば
か
や
ろ

ー
」
と
一
喝
さ
れ
た
。
半
導

体
は
微
細
化
が
進
め
ば
進
む

ほ
ど
、
設
備
投
資
も
開
発
投

資
も
膨
ら
む
。
当
時
、
富
士

通
で
は
１
８
０

の
半
導

体
が
売
れ
筋
で
、

に

挑
む
の
は
論
外
。
社
内
の
軋あ

つ

轢
は
大
き
か
っ
た
が
、
そ
れ

れ
きで

も
ぎ
り
ぎ
り
で
ゴ
ー
サ
イ

ン
が
出
て
、
最
終
目
標
の

ペ
タ
が
視
界
に
入
っ
た
。

周
波
数
は
低
く

　
も
う
一
つ
の
英
断
は
開
発

方
針
の
転
換
。
世
の
中
が
プ

ロ
セ
ッ
サ
ー
の
周
波
数
を
高

め
る
競
争
で
し
の
ぎ
を
削
っ

て
い
た
と
き
に
、
微
細
化
と

マ
ル
チ
コ
ア
化
を
推
し
進
め

る
こ
と
で
、
性
能
を
上
げ
な

が
ら
も
電
力
を
下
げ
る
こ
と

に
挑
ん
だ
。

　
ス
パ
ー
ク

ｆ
ｘ
の
動

作
周
波
数
は
前
版

同

よ
り
も
低
い
。
「
周
波

数
を
下
げ
る
の
は
商
用
機
で

は
あ
り
得
な
い
が
、

巨
大

な
シ
ス
テ
ム
を
成
り
立
た
せ

る

と
い
う
観
点
か
ら
、
シ

ス
テ
ム
オ
ン
チ
ッ
プ
に
舵
を

か
じ

切
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
既
存

機
種
と
の
継
承
性
と
い
う
足

か
せ
が
緩
み
、
大
き
く
ジ
ャ

ン
プ
で
き
た
。
こ
こ
が
一
番

の
ポ
イ
ン
ト
だ
」

井
上

氏

と
い
う
。

　
ス
パ
ー
ク

ｆ
ｘ
は
１

チ
ッ
プ
内
に
８
個
の
プ
ロ
セ

ッ
サ
ー
コ
ア

回
路

を
搭

載
。
独
自
の
拡
張
命
令
仕
様

に
よ
っ
て
並
列
処
理
数
を
増

加
さ
せ
、
ピ
ー
ク
性
能
１
２

８

フ
ロ
ッ
プ
ス

１
秒
間

に
１
２
８
０
億
回
の
演
算
性

能

を
達
成
し
た
。
動
作
周

波
数
は
２

に
抑
え
、
消

費
電
力
当
た
り
の
性
能
を
前

版
の
ス
パ
ー
ク

と
比
べ
、

約
６
倍
に
高
め
た
。

　

角
の
基
板
に
は
ス

パ
ー
ク

ｆ
ｘ
を
四
つ
搭

載
。
同
基
板
が

枚
で
１
ラ

ッ
ク
、
ラ
ッ
ク
は
計
８
０
０

台
以
上
で
全
体
を
構
成
す

る
。

　
膨
大
な
数
の
プ
ロ
セ
ッ
サ

ー
を
つ
な
げ
る
た
め
、
「
６

次
元
メ
ッ
シ
ュ
・
ト
ー
ラ
ス

結
合
」
と
呼
ぶ
ア
ー
キ
テ
ク

チ
ャ
ー
も
考
案
し
た
。
ト
ー

ラ
ス
結
合
は
汎
用
性
が
あ

り
、
ベ
ク
ト
ル
型
ス
パ
コ
ン

向
け
に
最
適
化
さ
れ
た
ア
プ

リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
動
く
。
既

存
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
そ

の
ま
ま
使
え
る
よ
う
に
ス
パ

ー
ク

ｆ
ｘ
の
中
の
演
算

機
を
作
り
込
む
と
と
も
に
、

学
術
研
究
で
広
く
使
わ
れ
て

い
る
無
償
基
本
ソ
フ
ト

Ｏ

Ｓ

「
リ
ナ
ッ
ク
ス
」
や
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
言
語
の
フ
ォ

ー
ト
ラ
ン
、
Ｃ
言
語
な
ど
も

サ
ポ
ー
ト
し
た
。

　
京
の
開
発
は
す
で
に
足
か

け
５
年
以
上
。
基
礎
技
術
で

ブ
レ
ー
ク
ス
ル
ー
を
果
た
し

た
経
験
は
何
事
に
も
代
え
難

く
、
技
術
と
と
も
に
人
財

も
育
っ
た
。
ス
パ
コ
ン
の
開

発
で
培
っ
た
技
術
は
メ
ー
ン

フ
レ
ー
ム

大
型
汎
用
機

や
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｘ
系
商
用
機
に
も

流
用
可
能
だ
が
、
つ
ぎ
込
ん

だ
資
金
も
膨
大
だ
っ
た
。
井

上
氏
は
「
困
難
な
開
発
を
や

り
遂
げ
る
に
は
バ
ッ
ク
ボ
ー

ン
が
必
要
。
国
家
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
い
う
枠
組
み
が
あ
っ

た
か
ら
こ
そ
、
ぶ
れ
ず
に
や

っ
て
こ
ら
れ
た
」
と
打
ち
明

け
る
。

次
代
へ
の
道

　
ス
パ
ー
ク

ｆ
ｘ
は
ま

さ
に
技
術
の
結
集
と
い
え
る

が
、
今
回
の
延
長
線
で
次
代

へ
の
道
が
見
え
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
。
「
チ
ッ
プ
周
り

の
ピ
ン
数
は
す
で
に
限
界
に

き
て
い
る
」

井
上
氏

の

が
実
情
。
こ
の
よ
う
な
壁
に

ぶ
ち
当
た
る
度
に
社
内
で
は

「
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
は
も
う
い

ら
な
い
」
と
い
う
話
が
頭
を

も
た
げ
て
く
る
。
こ
れ
は
プ

ロ
セ
ッ
サ
ー
開
発
の
宿
命
で

あ
り
、
今
に
始
ま
っ
た
も
の

で
は
な
い
が
、
ま
だ
終
わ
っ

た
も
の
で
も
な
い
。

　
井
上
氏
は
「
も
う
少
し
周

波
数
を
上
げ
る
こ
と
は
で
き

て
も
、
汎
用
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー

と
し
て
頑
張
れ
る
の
は
１
、

２
世
代
先
く
ら
い
。
だ
か
ら

こ
そ
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
単

体
で
は
な
く
、
シ
ス
テ
ム
全

体
で
み
る
視
点
が
入
っ
た
意

義
は
大
き
い
。
逆
説
的
に
い

う
と
、
シ
ス
テ
ム
を
ど
う
作

る
か
が
勝
負
と
な
る
」
と
語

る
。
次
代
へ
の
道
は
国
と
し

の
取
り
組
み
も
問
わ
れ
て
い

る
。


